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暮らしに生きるラオスの芸能
2007 年 10 月 27 日

異文化を理解するためには、対象から離れて観察する必要がある。しかし、観察するだけでは見えて

こない部分も多い。そうはいうものの、対象に浸りきってしまえば、逆に見えなくなってしまうことも

あるだろう。その点、芸能は、異文化を理解する際の橋渡しになるかもしれない。芸能の魅力は、万国

共通である。もちろん、地元の人でも難儀する技を、異文化出身の私たちが習得することは、並大抵の

ことではない。しかし困難を乗り越えて身につけた技を、相手国の人々に披露して共感を呼ぶことがで

きたら、その喜びは格別のものになるだろう。今回の例会では、ラオスの芸能文化に関して、観察だけ

でなく実践家としても活動されるお三方に、芸能を通じたフィールドワークの醍醐味を語っていただい

た。

例会内容をこのように紹介すると、ラオスの伝統芸能の実践家による講演がイメージされるかもしれ

ない。しかし、あさぬまちずこ氏（マイミスト）は、そのイメージを良い意味で覆してくれた。「ラオス

のオブジェクトシアター一座との作品創作、パフォーマンス活動を通してみたラオス人の身体感覚・感

性」と題する講演のはじめに、和・洋・ラオス折衷の現代的なマイムが披露された。そして、ラオス人

のパートナーと一緒にマイムを創りあげる経緯から、劇に対するラオス人との考え方の違いが浮き彫り

にされた。言葉を用いずに表現するマイムでは、細かな動作そのものが大きな意味を持つ。そのため、

あさぬま氏は、一つ一つの動作にもコンセプトを決めて劇を創ろうとする。一方、ラオス人のパートナー

は、現場でひらめいた感覚を重視する。そのような考え方の違いを乗り越えて完成した日・ラオス合作

のマイムは、両国で上演されている。

安井清子氏（文筆業）は、「ラオス・モン族の語りと音の世界」という演題に示されるように、マイ

ムとは対照的な「語り」に焦点を当てる。安井氏が初めてラオスのモンと出会ったのは、20 年近く前

のことである。当時、モンの子供たちのために図書館を作るため、日本の絵本を持って訪問した。そし

て、文字のないモン語の一語一語を、子供たちとの交流を通じて覚えていった。会場で披露されたモン

語による「大きなカブ」の物語は、言葉の壁を乗り越えた交流が可能であることの証である。そして安

井氏は、モンの村に通い始めてから初めてモンの家に宿泊する機会を得たとき、老人が子供たちに聞か

せるモンの物語があることを知る。モンの人々は文字をもたない。その反面、音楽はすべて言葉に翻訳

できるというほど、豊かなモンの語りの世界があったのである。そこで、物語を録音し、その内容をモ

ンの得意な刺繍で表現することで、モンの「絵本」作りを続けている。

虫明悦生氏（在地研究者）は、ラオス各地の暮らしや自然を長年にわたって実際的な活動に参加しな

がら詳細に観察してきた。その中で伝統楽器ケーンにも関心を持ち、演奏の経験を重ねてきた。演題
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「南ラオスの語り歌『ラム』に見る地域の暮らし・自然・歴史――歌詞全訳の試みとケーン（ラオス笙）

伴奏の経験から」は、そのような虫明氏の遍歴を端的に表している。ラオスの祭りでケーンの伴奏に合

わせて歌われるラムには、音韻の規則や和歌に似た五七調を基調とするリズムがある。ラムを即興で歌

うには、そのような規則だけでなく、自然や文化、歴史、宗教に関する膨大な知識が必要だという。講

演の中の圧巻は、ラオス中部のプータイ族の村における「ピータイの踊り」についてであった。ケーン

の音で「天の霊」を呼びおろし、霊に憑かれた老人たちが一昼夜踊る。しかしケーンの音が良くないと、

憑依がおちてみんな踊りをやめてしまうという。虫明氏は、ピータイの踊りでケーンを演奏し、天の霊

を呼びおろし、憑依した老人たちを躍らせることを目標の一つにしている。

総合討論では、平松幸三氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）よりコメントをいただいた。

西洋で考案されたパントマイムはロゴセントリックであり、わずかな動作も言葉に支配されている。し

かしラオスのマイムは、そのような固定観念にとらわれておらず、はからずも西洋の考え方を覆すもの

である。また、図書館とは建物の中に本が収められている所だという考え方も一面的にすぎる。文字を

もたないモンの人々の豊かな口承物語の世界は、生活全体が図書館となりうることを示している。そし

て即興の語り歌ラムには、ラオスの暮らしと自然の全体が、喜び、憂い、怒りなどの感情をともなって

織り込まれている。このような、暮らしに生きているラオスの芸能にふれることで、翻って、日本の暮

らしの現状を考えさせられた。
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